
令和５年度  
 
 
 
 
自主    共生    創造  

令和６年２月 26 日 

仙台市立鶴谷中学校 

学校だより第 11号（２月号） 

文責 教頭 舟岡 

http://www.sendai-c.ed.jp/~turujhs 

 

 来年度につなぐ ～バトンをつなぐ責任と受け取る責任～ 

２月の花は福寿草を選びました。花言葉は「幸せ

をつなぐ」「永久の幸福」です。その花言葉は古く

から縁起のよい花とされ、幸せがつながれてきたこ

とに由来します。花言葉にもあるように、学校でも

これまで築いてきた幸福（伝統）を大切に次につな

いでいく時期となりました。２月 20 日に実施された

常任委員会も今年度最後となりました。常任委員会

とは専門委員会の委員長と生徒会執行部からなる

「学校の要」です。これまで学校をより良くするた

めに代表生徒が話し合ってきました。常任委員会の

最後に全員からの一言がありました。バトンをつなぐ３年生からは「これまでの経験を高校生

活に生かしていきたい。」と言う言葉とともに、後輩に向けて「ここでの経験はきっと自分を

成長させるから１・２年生も学校支えるための活動を大切にしてほしい」とコメントがありま

した。バトンを受け取る１・２年生の生徒会執行部や各委員長も引き締まった表情で話を聞い

ていました。先輩から後輩へのバトンの受け渡しを大切に、今までの幸福（伝統）をつないで

いきたいと思います。下の写真は、生徒たちが提案し昨年度から続いてきた縦割りあいさつ運

動とペットボトル回収、そして今年度取り組んだ令和 6 年度能登半島地震の復興を願う募金活

動です。 

 

 

＜卒業に向けて 思いをつなぐ＞ 

３月に向けて、思いをつなぐプロジェクトが実施さ

れています。後輩から先輩への感謝の思いを伝える合

唱練習も始まりました。その歌声はこれまでの感謝の

気持ちはもちろんのこと、これからバトンを受け継ぐ

ものとしての思いも込められていました。 

１・２学年全員が先輩に向けて感謝の気持ちを込め

た招待状も作成しています。その他にもたくさんの企

画を準備し、感謝の気持ちを届けようと思いをつない

でいます。先輩が後輩へ受け継ぐ気持ち。そしてそれ

を受け取る後輩の気持ち。それぞれの気持ちをつなぐ

２月となりますが、３月の予餞式・卒業式に向けて学

校全体で気持ちを高めていきたいと思います。 

 チーム鶴谷 

 

 



＜50 周年から今後の鶴谷中へ 鶴ヶ谷の歴史をつなぐ＞ 

本校は今年度創立 50 周年を迎えました。７月には 50 周年記念式典を校内合唱祭と併せて、

日立システムズホール仙台にて実施しました。鶴ヶ谷の歴史に詳しい地域づくりサークルの

「まるっと鶴ヶ谷」さんを中心にこれまでの歴史を振り返りました。初めて聞く鶴ヶ谷の歴

史もあり貴重な機会となりました。また振り返るだけでなく、今後の鶴ヶ谷を見据えて今考

えなければならないことについてパネルディスカッションを生徒代表、保護者代表を交えて

行いました。 

それを基に９月には、鶴ヶ谷の魅力を探求するワークショップを地域団体の「鶴ヶ谷元気

会」さんが主催し、鶴ヶ谷地域にある仙台三高の生徒の皆さんと行いました。そこでは地域

の実態に応じた魅力を発信する様々なアイデアが話し合われました。 

12 月には今年度から生徒が企画した地域貢献活動の「チームニコ鶴プロジェクト」の一環

としてあつまれ杜のフェスティバルを「鶴ヶ谷市民センター」さんのご協力で開催されまし

た。そのステージでは鶴ヶ谷地域の課題について仙台三高の生徒と市民センター館長さん、

まるっと鶴ヶ谷の代表の方とパネルディスカッションを行いました。50 周年記念式典がただ

のイベントで終わることなく、今後の鶴ヶ谷を考えるワークショップやパネルディスカッシ

ョンにつながり深めることができたことは大きな成果だと思います。今後も子供たちの思い

を大切に、地域の力となる中学生として活躍の場を地域に広げていきたいと思います。 

 

記念式典からスタートした思いはワークショップから今後を考えるパネルディスカッションへ 

 

＜これまでの学校の応援団をつなぐ Ｒ６コミュニティ・スクール発足！＞ 

  ２月２０日には令和６年度のコミュニティ・スクール（以下Ｃ.Ｓ）が発足しました。Ｃ.

Ｓとは学校運営について校長先生が作成した方針を承認し、重点目標やその実現のために熟

議いただき、運営にも協働いただく、学校の応援団です。上記にも示しましたように今まで

の学校を応援いただいた「まるっと鶴ヶ谷」さんや「鶴ヶ谷元気会」さん、そしてこれまで

職場体験等でご協力いただいた「地域包括センター」さんや「学校支援本部」さんと連携し

た今までの「学校の応援団をチームとして一歩進めたもの」です。これによって地域ととも

に鶴ヶ谷地区ならではの特色ある学校づくり実現します。今までご協力いただいた皆様をＣ.

Ｓとして今後もつなぎ、この地域ならではの教育を推進していきたいと思います。 

 

   ＣＳメンバーでの熟議         生徒の成長を地域でも支えるＣＳの思い 
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